

























日時  5 月 24 日 10:00-16:15 
会場  在瀋陽日本国総領事館 
挨拶  小河内敏朗在瀋陽日本国総領事 
報告者 大西広 京都大学教授「中国の”漸進改革の知恵”の普遍的意義とその普及」 
    塩地洋 京都大学教授「中国の中古車流通制度の問題点と改革方向」 
    大森經徳 上海センター協力会副会長「経済人の目から見た東北振興・中国経済
安定発展への提言」 
    稲田堅太郎 弁護士「大連の弁護士から見た東北振興への提言」 
++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 
上海センター・ブラウンバッグランチ（BBL）セミナーのご案内 
1)第 4 回 中国経済の行方・再考 
講師 京都大学経済研究所 上原一慶教授 
日時 2005 年 5 月 18 日（水）午後 12 時 15 分～13 時 45 分（食事持ち込み可） 
場所 法経総合研究棟 1 階演習室 107 
 
2)第 5 回 中国における都市・農村間の教育格差 
講師 京都大学大学院農学研究科 沈金虎 講師 
日時 2005 年 6 月 7 日（火）午後 12 時 15 分～13 時 45 分（食事持ち込み可） 
場所 法経総合研究棟 1 階演習室 107 
“””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””” 
上海センター・シンポジウム「日中間の”政冷経熱”をどう打開するか」のご案内 
報告者 時 殷弘  (中国人民大学国際関係学院教授、アメリカ研究センター主任教授) 
高井潔司（北海道大学国際広報メディア研究科教授、元読売新聞北京支局長） 
竹内 實  (京都大学名誉教授) 
司会 本山美彦(京都大学経済学研究科教授) 



























（全 5 巻）が 1998 年に山西人民出版社に出版されたが、ここでも「後記」は未収録となっ
ているのである。この事実は孫冶方自身の願いが無視されているのではないだろうか。 
ここで孫冶方の経歴をみてみよう。彼は薜暮橋と同郷の江蘇省無錫出身である。1924 年
に 中国共産党に入党している。1925－30 年にはソ連に留学している。そして 1927 年モ
スクワ中山大学を卒業して極東勤労者大学、モスクワ中山大学で経済学を講義している。
















る。彼は 1982 年に 84 才で死去している。 
1957 年に中国科学院経済研究所に入所し、64 年には経済研究所所長となっている。文革
期 には反革命修正主義者として批判され、失脚し、1968―75 年には獄中生活を送ってい
る。1978 年に名誉回復され、経済研究所名誉所長となっている。そして 1983 年 2 月 22 日
に死去している。 



































グであり、その論文 1947 年に公表されている。他方ソ連ではカントロヴィッチが 1939 年
に論文「生産組織と生産計画の数学的方法」を公表して世界最初の線形計画法の論文とし
て評価されている。 










顧准の刊行物には主編『立信会計季刊』（4 期）、編著『銀行会計』（商務印書館 1934 年）、 
共著（潘序倫と）『中国政府会計制度』、『会計名辞彙訳』（中英対照）がある。更に建国後
の会計学関係の刊行物としては遺著となった『会計原理』（知識出版社 1984 年）がある。   
彼は 1926 年国立労働大学に入学している。1935 年には中国共産党に入党している。1936
年には中共江蘇省臨時工作委員会が成立し、中共上海臨時工作委員会も成立しており、顧
准は、孫冶方と共に党員として所属している。そして公的には上海職業界救国会党団書記
として 1937 年 7 月７日の盧溝橋事変に対処して抗日活動を行い、同年 8 月 13 日の上海事
変に際して上海職業界救亡協会書記となっている。1939 年 9 月には上海文化界運動委員会
副書記になっている。その委員会の書記は孫冶方であった。 
彼は 1940 年 8 月には蘇南抗日根拠地へ配転となり、新四軍に参加している。新四軍では 
譚震林、李一氓、黄克誠に仕えている。1943 年 3 月には延安の党中央党校で学習し、44 年
3 月には中共中央西北局委員となり、西北財政経済弁事処副主任兼政治部主任陳雲の招きで 





築工程弁公室主任に配転となっている。53 年 1 月には国家建工部財務司司長となり、万里






1956 年 9 月には顧准は中国科学院経済研究所に入所した。張勁夫中国科学院党組書記兼 
院長は副所長に任命する予定であったが、本人が固辞して受けなかったのである。党校と 
経済研究所において社会主義条件下の商品貨幣関係と価値について研究し、56 年上半期 





年 3 月―60 年 1 月には河南省信陽専区商城県で労働改造を強制された。この間の事情は『商
城日記』として残されている。60 年 2 月に下放労働が終了して北京に帰るもまたもや中国
科学院所属の清河飼養場、寧河農場にて労働させられた。 





に批判対象となった。65 年 9 月に再度右派分子と批判され、北京郊外房山周口店で労働改
造に従事させられている。68 年 4 月には妻の汪壁が自殺している。彼にとっては悲惨この
上ないことであったろう。69 年 11 月から 72 年にかけて彼は河南省息県の五七幹部学校に
下放されている。この時の事情は『息県日記』として残されている。そして栄養失調から
病気になって 1972 年に北京に戻ることが許されたが、病状は肺癌に冒されて更に悪化して




社 2002 年）、陳敏之・顧南九編『顧准筆記』（中国青年出版社 2002 年）がある。また彼
はシュンペーターの『資本主義・社会主義・民主主義』、J・ロビンソンの『論文集』を翻
訳していることは注目に値する。 
 顧准は読書記録を残しているが、日本関係では福沢諭吉の『文明論の概略』を読んでい
るが、河上肇の著作のリストはない。またシュンペーター『資本主義・社会主義・民主主
義』を翻訳し、ギリシャの都市国家制度について研究しているところから判断すると彼は
民主主義を高く評価していたと思われる。晩年の論文「民主と最終目的」では「私の結論
は、地上には天国を建立することは出来ない。天国は徹底的幻想に過ぎない。矛盾は永遠
に存在する。故に何の最終目的もない。有るのは、ただ進歩だけである。 従って民主は
進歩と相互に結び付いたもので何らかの目的と相互に結びついたものではない。」と結論し
ているのである。生涯 2 度も反右派の烙印を押されて批判され、ついには病に倒れた非業
の死を遂げた経済学者の叫びと感じられるのは私だけではないだろう。 
